


はじめに

　雇用情勢の変化の下で、ひとり親家庭の就業を取り巻く状況についても、厳しいも

のがあります。ひとり親家庭の自立には、就業支援が重要な柱であるため、都は、東

京都ひとり親家庭支援センターの相談体制の強化や、個別就業相談窓口Ｔ-hop

（ティー・ホップ）の開設、在宅就業支援事業の開始など、支援策の充実を図ってき

ました。

　東京都ひとり親家庭支援計画（第２期）では、就業支援についての今後の課題とし

て、各家庭の状況にあわせた目標設定と支援の重要性を掲げています。

　ひとり親家庭の親は、ひとり親になったことにより、仕事を新たに始めたり、子育

て中の未就業状態の後に仕事を再開する場合があるため、仕事への向かい方や自分の

個性を知るなど、就職に向けた準備を整えた上で、段階的にステップアップしていく

ことが重要であるとしています。

　本書では、区市や都の相談窓口で、ひとり親家庭に対して支援を行い、採用につな

がったり、資格取得により採用の目途がついた事例のうち、成功事例として挙げられ

た 30 事例を紹介しています。

　都内のひとり親家庭の支援機関が、事例を参考としながら、より緊密に連携しあっ

て、実効性の高い支援を提供していけるよう、願っております。

平成 23 年３月
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相談・支援に当たっての基本的な姿勢

  １　解決策は相談者の中にある。引き出し、背中を押す支援を

  ２　相談というアクションが重要な一歩

Point
1

Point
1
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  ３　就業相談は相談の入り口。奥にある課題を一緒に探していく

  ４　相談者に寄り添い、自己肯定感を継続的に高める支援を

  ５　成功事例は、相談者の満足度が高い事例
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支援の糸口をみつけるために

  １　就業関係の課題と生活関係の課題とを整理していく

  ２　相談者本人の課題と子供等の課題とを整理していく

Point
2

Point
2
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相談者の自己ＰＲ力を高めるために

  １　相談者が自分を知っていくプロセスを大事にする

Point
3

Point
3

Ⅰ Ⅱ

Ⅲ Ⅳ

開放の窓
「公開された自己」
(open self)

盲点の窓
「自分は気がついてい
ないものの、他人から
は見られている自己」

(blind self)

秘密の窓
「隠された自己」
(hidden self)

未知の窓
「誰からもまだ知られ
ていない自己」　　　
(unknown self)

他
人
に
分
か
っ
て
い
な
い

他
人
に
分
か
っ
て
い
る

自分に分かっている 自分に分かっていない

ジョハリの窓
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  ２　就職のイメージを明確にするなかで、就職に向き合う自信を培う

  ３ 「働く」ことへの心構えを確認する
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実現可能な目標を設定するために

  １　課題の優先度を意識して目標を設定

  ２　短期的なステップアップ目標を明確化すると自信につながる

Point
4

Point
4
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  ３　長期間にわたる支援では、振り返りが必要

  ４　将来の計画を一緒に考える

41



就職活動をスムーズに進めるために

  １　履歴書等の記載支援は重要

  ２　普段からの姿勢や心構えが採用を呼び込むことがある。

  3　訓練・就労中の生活を想像し、不測の事態に備えておく

Point
5

Point
5

42



 
  ４　資格や経験は、予想しない形で就職に役立つこともある

  ５　訓練期間は自分の見つめ直しにも効果的

  ６　こだわりをなくすことが就業の幅を拡げることも

43



関係機関の円滑な連携により相談者を支える

  １　福祉部門と就労部門の特性を組み合わせ重層的な支援を行う

  ２　東京都ひとり親家庭支援センターやＴ-hopなどを活用する

  3　多様な機関がひとり親家庭の就業支援の地域資源となる

Point
6

Point
6
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ここでは、事例の振り返りの参考となるよう、第１章の事例から２つの事例をとり

あげて、支援のポイントを考えます。

事例について検討できることについては　　　　　　で示します。

支援の中で良い点については　　　　　　　 ★ 　　で示します。

振り返り参考例　事例９

当該自治体では、児童扶養手当の申請書類を渡す際に、就労支援ア

ンケートを添付することとしている。相談者は、就労支援アンケート

を提出することで、就職相談につながった。

相談開始時は未婚であり、産後１か月足らずの状況で、無職であった。

相談時の
状況

○申請書類にアンケートを添付したなかで、相談につながるのはどのくらいの

割合だったか？

○相談につながった層の特徴はあるか？

・年齢・相談内容等

・通常窓口に相談に来る層との違いはあるか？

○今後も継続していくことが効果的か？

・同様に活用できるような機会はあるか？

○未婚で、産後１か月足らず、無職という状況で、収入や住居など生活の基盤

をどうしているのか？

○母子保健事業の対象時期でもあり、子育て支援も必要な時期である。

　若年母、未婚、ひとり親家庭、収入がないという状況は、不適切な養育の

リスクが高い（リスクがあることが虐待につながるわけでは決してないが、

リスクを予見することが重要である）。

　重層的な支援を行うために、子育て支援のネットワークにつながれている

か、関係機関への情報確認が必要である。

資格をより活かす目標をたて、着実にスキルアップ
事例

99
年齢等：母親・20歳代　　

家族構成：乳児１人　　　支援期間：11か月

最初に相談を受けた機関：母子自立支援員

活用した機関・制度等：東京都就職チャレンジ支援事業、母子自立支援プログラム策定員

　　　　　　　　　　　東京都ひとり親家庭支援センター
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簿記２級の資格はあるが、アルバイトや派遣社員、正社員など職場

を転々としており、実務経験が少ない。

● 本人は、経理事務への再就職を希望していた。即戦力として自信を持てるよう、

訓練受講後の就職活動を目標とする。

● 訓練中の生活の安定も考慮して、受講奨励金が支給される東京都就職チャレンジ

支援事業の職業訓練に応募する（※東京都就職チャレンジ支援事業は平成 23 年３月期生で終了）。

● 社会保険実務、簿記、経理基礎に合格し、２か月間受講した。

● 受講後、母子自立支援プログラムに申し込み、ハローワークの就労支援ナビゲー

ターの支援を受け、就職活動を開始した。

○若年母であるため、最初にアルバイトや就業を始めたのは何歳のときか？　

なぜ働くこととなったのか？

○職場を転々としていた理由は何か？　

→次の就職継続のための鍵となる

○過去の就業体験の中で、基本的な社会人としてのマナーについては習得して

いるか？

就業状況
・経歴等

★自信を持った就職活動に向けて、ビジネススキルを習得させていくことは、

相談者のモチベーションを上げるだけでなく、若年でもあるためその後の求

職活動にも効果が見込まれる。

★職業訓練受講など、短期的な目標を明確にすることで、相談者が向かってい

きやすい。

★相談者の生活基盤に課題があるため、奨励金や手当など、金銭給付を伴う訓

練への応募については、生活の安定を図るうえでも総合的な支援となり、相

談者の安心にもつながる。

★訓練を毎日受講することで、相談者が社会・他者との関わりを継続的に持つ

ことができ、見守りの効果も見込まれる。

○若年でもあるため、就職に向けた段階的・計画的な支援が必要であり、訓練

受講の選択肢も含め、自立支援プログラムへの早期でのつなぎが必要ではな

かったか。

★母子自立支援員、母子自立支援プログラム策定員、就労支援ナビゲーターな

ど、複数の関係者が関与できることは、社会経験が少ない相談者にとって、

相談のチャネルが増えるため効果的である。　　　　　　　　　　　
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● 支援の中で、①経理部門への就職、②子どもが小さいうちは時間の融通が利く派

遣就労で実務経験を積み正社員をめざしたい、という本人の希望が明確になる。

● 就職活動開始３か月後、保育園入園も決まる。

産休代替の１年契約の経理事務が決定し、収入は月当たり22万５千

円となる。

契約期間満了後の継続を要請されており、本人にもその意思がある

とのことである。

★相談者が、資格取得後、改めて自分の強みを意識し、経理部門への就職を希

望したことは、意義が大きい。

○子どもが小さいうちの希望として短期的には良いが、小学校にあがってから

の生活の方が長い。中長期的な希望やスキルアップについてのイメージを持

たせることも必要である。

就　職

　児童扶養手当の申請書類に添付した就労支援アンケートにより、対象者の掘り

起こしができ、支援につなげられた。

　もともと持っていた資格を就職に確実につなげるための訓練や、訓練中に奨励

金を得られることでの生活の安定など、総合的な支援を計画的に行ったことが、

相談者の就職観や目標を形成することとなった。

評  価評  価評  価評  価
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振り返り参考例　事例 26

離婚後の上京を前提とした相談のために来所した。相談者は、離婚

のこと、住まい探しや、子供の学校の選択など、様々な課題を抱えて

いた。本人に健康上の課題もあった。

相談時は無職であった。過去に電話のオペレーターとして３年正社

員の経験があるが、退職後のブランクも 10 年近くあった。

● 都のひとり親福祉施策の概要と住宅を決める際のポイント、養育費の取り決め等、

離婚時に必要な対策やそれぞれの相談先についての情報を、まず提供した。

● 離婚後、都内に転居を済ませ、求職のため再来所する。生活のため、常勤での就

労を希望したが、就労のブランクがあり、自身の健康課題もあるため、まずパー

ト就労からではどうかと提案した。

相談時の
状況

○上京の理由について、相談者からよくききとる。

　職業が探しやすいと考えているのか、ＤＶ被害等から逃れるのか、東京近辺

　に支援のキーマンがいるのか。動機によっては、上京自体を再度検討し直す

　ことも必要である。

○上京時期と相談者が新規に生活が安定すると考えている時期について把握し、

　家探し・転居・職探しなど具体的に想定されるスケジュールと、本人のイメー

　ジとの乖離がないか確認する。

生活全般の相談を受け止める中で、優先課題を整理
事例

2626

就業状況
・経歴等

★転居後、相談に再度来所したということは、前の支援の満足度が高いという

　ことで評価できる。

○都内に転居し、家賃や子育て、自身の健康課題があるなかで、預貯金などを

　取り崩すとしても、パート就労でつなぐ期間・目標をどのあたりに考えるか。

年齢等：母親・40歳代　　

家族構成：実母・小学生１人　　　支援期間：９か月

最初に相談を受けた機関：東京都ひとり親家庭支援センター

活用した機関・制度等：生活保護

★総合的な相談をワンストップで行うことは、相談者にとって利便性が高い。
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● ８か月おいて、再来所する。その間、実母の急病による看護で、求職活動が行え

ず生活保護受給に至っている状況であった。本人と確認しつつ、就職関係の課題

と生活関係の課題とを整理する。

● 本人は、早く就労して生活保護を止めたい意向だが、求人状況の厳しさを考慮し、

職業訓練を勧めた。訓練に落選したときの早期就労も視野に入れ、テレフォンコ

ミュニケーター職の応募も検討した。

● 最終的に訓練は落選となるが、応募はスムーズに進み、過去の電話オペレーター

の経験が活きて、採用に至った。

契約社員のテレフォンコミュニケーターとして採用され、収入は、

時給 1,200 ～ 1,300 円となった。

○上京し、８か月おいて、東京都ひとり親家庭支援センターに再来所というこ

とだが、身近な自治体窓口や友人など、支援的な役割を果たすキーマンはい

ないのか？　生保受給をしている状況であるため、地域自治体との関わりな

どを確認する。

★就職関係課題と生活関係課題を整理することは良い。

○生活保護を止めたいということだが、実際に生活保護を止めた場合に生活が

成り立つのか？

○母親の病気の予後などはどうか ?　母親の生活費も含めて相談者の就労でみ

ていくこととなるのか？

★訓練に落選した場合を想定して、複数の就業の選択肢を想定したことは、相

談者の安心にもつながり、良い。

○就業後、実際に何時間くらい就業し、どのくらいの収入になったのか？

生活上無理があるようであれば、その後の軌道修正などの相談があることを

想定しておく。

就　職

　相談者の相談課題が生活全般にわたっていたが、就職関係の課題と生活関係の

課題を整理し、何を最優先とするのかの判断・選択への支援ができた。

　訓練や就職など、予想をたてて、複数の選択肢を準備し備えることで、本人の

生活の安心感にもつながった。

評  価評  価評  価評  価
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おわりに

キャリア形成でよく使われる言葉として、エンプロイアビリティという言葉があり

ます。エンプロイアビリティとは、Employ（雇用）と Ability（能力）を合わせた造語で、

「雇用される能力」といわれます。日本経営団体者連盟は、エンプロイアビリティを、

「労働移動を可能にする能力」に「当該企業のなかで発揮され、継続的に雇用される

ことを可能にする能力」を加えたもの、と定義しています。

ひとり親家庭の就職においては、転職やブランクの後の就職など、まさに労働移動

を前提とした雇用をスタートとすることが多く、「労働移動を可能にする能力」をい

かに身につけるかが重要です。そして、就職された際には、「自分の資質が企業で発

揮でき、継続的に雇用されることを可能にする能力」が求められます。

そのため、ひとり親家庭の就職の成功事例とは、支援機関が、相談者から、いかに

エンプロイアビリティの高い労働者としての資質を引き出すことができたか、という

事例であるといえます。

今後とも、都は、研修事業などを通じて、都内のひとり親家庭への支援機関が、支

援技術をさらに向上させ、成功事例を重ねていけるよう、施設の強化に取り組んでい

きます。



資料集

１　ひとり親家庭の就職を支える関係機関

２　就業支援制度 　 　　　　　　　　   

３　都が行う職業訓練・講座 　　　　　
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母子自立支援員

母子自立支援プログラム策定員

就業支援ナビゲーター

職業相談員（寡婦担当）

１　ひとり親家庭の就職を支える関係機関
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東京都ひとり親家庭支援センター

は あ と

はあと飯田橋

はあと立川
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個別就業相談窓口Ｔ-hop（ティー・ホップ）

東京都福祉人材センター
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東京しごとセンター

東京しごとセンター多摩

東京都労働相談情報センター
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ハローワーク（公共職業安定所）

マザーズハローワーク・マザーズコーナー

　　　　　 　　　　　　　　　　住　　　所　　　　　　　　　　　　　　電　話
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日本司法支援センター（法テラス）

　　　　　 　　　　　　　　　　　　住　　　所　　　　　　　　　　　　電　話

　　　　　 　　　　　　　　　電話番号・アドレス等　　　　　　 相談時間

養育費相談支援センター
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母子自立支援プログラム策定事業

母子家庭自立支援教育訓練給付金

母子家庭高等技能訓練促進費

２　就業支援制度
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ひとり親家庭を対象とした就業支援講習会

母子家庭の母の職業訓練

保育つき職業訓練

３　都が行う職業訓練・講座
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東京都立職業能力開発センターでの職業訓練

基本手当
　　　　　　　　　　　　　　  技能習得手当

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 受講手当　　　　　 通所手当
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